
Fig. 1 Sentinel lymph nodes in the mesenteric 

lymph nodes and lymph vessels stains clearly visu-

alized after emission by LED.

LED励起 ICG蛍光をトレーサーとした
新しいセンチネルリンパ節同定法―消化器癌への応用―
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目的：Indocyanine green（以下，ICG）が血清蛋白
と結合するとピーク波長 845nmの蛍光を発する．こ
の特性を利用し，LED（発光ダイオードー）で蛍光を
励起させ，リンパ流，センチネルリンパ節（以下，SN）
を同定する方法はすでに乳癌に応用されている１）．こ
の方法が消化器系腫瘍にも応用可能か否かについて
検討した．
対象と方法：医の倫理委員会で承認された実施計

画書をもとに本法を施行した胃癌 16 例，大腸癌 17
例を対象とした．ICG1 バイアル（25mg）を蒸留水で
5～10ml に溶解し，その 0.5ml を腫瘍の周囲の漿膜下
に 27G針で 4か所注入した．注入直後より LEDによ
る ICGの蛍光の励起と観察装置が一体となった赤外
観察カメラシステム PDE-2（浜松ホトニクス社製）を
用い，手術室を暗くし，腹壁より 20～30cm離して観察
し，輝度の高い白色調に観察されたリンパ節を SNと
同定した．
結果：胃癌：ICG注入部は斑状に白色調を呈し，注

入数分後より同部からのリンパ流が観察され，その流
域に輝度の高い所属 SNが同定された．16 例に施行
し，脂肪組織と誤認した 3例を除いた，13 例に SN
が確認でき，その平均 SN個数は 2.3 個（摘出平均リン
パ節個数 25.8 個）であった．大腸癌では 17 例全例に
SNが同定でき，平均 SN個数は 1.9 個（平均摘出リン
パ節個数 11.8 個）であった．摘出した SNは長時間蛍
光を維持し，また摘出標本でも観察可能であった（Fig.
1）．
考察：ICGは色素法，また赤外線内視鏡法２）として

用いられているが，これらは染色されたリンパ節を目
視あるいは赤外光で確認する方法で，本法とは異な
る．励起された ICGの蛍光画像の感度は高く，目視で
は認められないリンパ節でも鮮やかに蛍光を発して
いるのが観察される．現在の色素法３），RI 法あるいはそ
の併用法の同定率は高く，本法の消化器外科領域での
有用性についてはさらに検討を要するが，インジゴカ
ルミン色素法と ICG蛍光法を併用した自験例 48 例の
乳癌での検討では ICG蛍光法，色素法ともに 48 例中

47 例（98％）と高い同定率がえられ，また橋本ら１）も色
素法と遜色のない結果を得ている．本法を消化管癌に
応用した報告は国内外で最初である．本法は簡便であ
り，SN，リンパ流が鮮明に描出され，かつ ICG蛍光は
注入後 48 時間以上，長時間維持されるなどの利点が
あり，今後RI 法，色素法と並ぶ新たなリンパ流，SN
同定法として有効な手段となりえると考えられた．
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